
都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会第 2回緩和ケア部会 
平成 26年 12月 15日 13時―16時 国立がんセンター 特別会議室 
 

１．緩和ケア部会が国の推進基本計画に則った会となった。 

２．緩和ケア、普及啓発活動： 

緩和ケアの一言表現「緩和ケアとは病気に伴う心と体の痛みをやわらげること」 

 

３．緩和ケア研修会 

 

○受講の促進 29年度までに修了 

○緩和ケア研修会の新指針。スクリーニング、患者の視点をとりいれた全人的な緩和ケ

アについて、コミュ二ケーションの講義の単位が減った。地域連携が単位となった。研

修医の多い会では学習項目を選択できる。研修プログラムは作成中だが、大きく変わら

ないだろう。 

○修了者にはバッジを付けるように意匠を検討中 

 

４．看護師対象の緩和ケア研修 指導者が各病院で再教育 リンクナースとなる 

 

５．緩和ケアセンターについて 

緩和ケアセンターは 28年 3月までにすべきこと 

問題点は苦痛のスクリーニング、緊急緩和ケア病床、地域医療機関とのカンファレン 

 

６．PDCAサイクルについて  

宮城県 相互評価 

 

 

 

 

 


